
～助ける人も、助けを必要とする人も～

過ごしやすいまちづくり

おたすけマンズ



こんな体験ありませんか？

断られたり、嫌な思いに
させたりしたらどうしよう…

忙しそうにしてるな…
迷惑になったらどうしよう

声かけづらいな～



自分ができることの中で、何かしらのお手伝いをしたい人助ける人

事業の目的

・高齢者の方 ・小さい子どもを連れていらっしゃる方
・妊婦さん ・何かしらのハンデを持っている人
・外国人の方 ・困っている人

助けを必要としている人



どんなことができるだろう

助ける人にとって、行動を起こす勇気になるもの

助けを必要とする人にとって、声をかけやすい目印になるもの

そんなものがつくれないだろうか！！



これだ！！

“助けます！”
という思いを表す

デザイン
それ、武雄が始めます。
でおなじみの

ポイント①

バックや名札など
につけてもらえるように

ポイント②

第一人称・名前
をかいてもらうことで
意思を表明！！

ポイント③



裏面も！

ポイント④

具体例の表示

身近に感じてもらえる

ように、生活の中で出会い
そうな場面で考えました

ポイント⑤

私ができること！
自分が周りにできることを
考えてもらうきっかけに



チラシ・ポスターの作成



活動日程

７月 キーホルダーのマークデザイン
２３日 福祉に関するマークの説明を受けた
ポスターのデザイン考案、作成

８月 １日 駅へのポスター設置
５日 ゆめタウンへのコーナー設置

二輪荘へのポスターの設置
福祉課 民生委員さんへ配布のお願い

７日 図書館にて配布
市役所へのコーナー設置

９日 赤ちゃん広場への参加
２３日 学校へのコーナー設置

子育て総合支援センターへのポスター設置



民生委員さんへの配布

民生委員は、広く地域の実情に通じ、社会福祉
の増進に熱意のある人がボランティアとして活
動されています。

周知活動をさせて頂くにあたって、

最適の人材



灼熱の配布活動

武雄高校の先輩！
「できることはしますよ！」
と温かい声かけ



周知・配布活動

武雄市役所 ８０個 図書館 ２８個
ゆめタウン ４０個 民生委員さん １４２個
武雄高校 １５個 私たち ４個

キーホルダー 計３０９個配布



私たちにできること

赤ちゃん広場in山内公民館
（子育て総合支援センター主催）

実際に、どんなことが
助けになりますか？

抱っこ

・お会計の時
・車に荷物をのせる時
・トイレに行くとき
ほんの一瞬でも助かる！



総数：６４

○気づき
市役所玄関は訪問者に目の付きやすい
場所で手に取ってもらいやすかった

高校生の市役所の利用者が多いため
キーホルダーを取ってくれた人は10代が多
かったと考えられる。

☆キーホルダー配布のターゲット

主に助ける側の若い年代
→10代～50代にたくさん手に

取ってもらえた！
４

①年齢層

10代

45

40～50代

20～30代

22

9

60代

４



②理由

キーホルダーを取ってくださった理由はなんですか？
【複数回答可】

0 5 10 15 20 25 30 35

なんとなく気づいたから

この活動の目的に賛同したから

声をかけづらい経験があったから ９

27

33

声をかけづらい経験があったから

この活動の目的に賛同したから

なんとなく気づいたから



③武雄市は声をかけやすいまちですか

自分の地元なら声を
かけやすいが、

武雄市全体としては
声をかけづらい

人と人とが支えあい、
助け合うまち！

〔地域の人の生の声〕

○どんなまちが住みやすいですか？

はい

どちらでもない

いいえ

80

52

63



④活動に対しての意見



活動の成果・反省・今後の課題

・いろんな世代の方に聞き込みをして、実際の声をもっと
反映することができたらよかった。

・より多くの人に手にとってもらいたいけど、押し付けるも
のではないため、もっと市民の方の心を動かすような活
動をしたい。

キーホルダーがなくても

お互いに助け合えるまちに！！



武雄市に私たちからの提案です！



ご清聴ありがとうございました！


